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表紙のひとの紹介
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　美里町にお住いの福島史昭さんは現在39歳。地元で遊休農地が
増えていることに危機感を抱き、15年前に新規就農されました。
全てが１からのスタートでしたが、試行錯誤を繰り返して畑の土壌
を改良し、また地元の先輩農家さんから野菜の栽培ノウハウを教
わって少しずつ地盤を固めていきました。今ではブロッコリーに、
ネギ、トウモロコシ、茄子などを合わせて５haほど栽培されてい
ます。
　土づくりに対して特にこだわりを持っていて、地元の畜産業者か
ら仕入れた堆肥を施すなど工夫を凝らして取り組んでいます。
　農業で毎日大忙しの福島さんですが、大の登山好きでもあり農
閑期を利用してこれまで山形県の月山など日本各地の名山36座を
巡ってきました。「日本百名山」を制覇することが人生の目標のひ
とつだそうです。
　「地元の人たちに支えてもらったおかげで今の自分がある」とい
う福島さん。今
後の目標につい
ては「天候不順
や災害などで野
菜作りが難しく
なってきていま
すが、どんな環
境でも安定した
収量を得られる
農業を目指して
いきたいです」
とお話ししてく
ださいました。

ひびきの４月号　2025　 No.227

目次 ＣＯＮＴＥＮＴＳ

★ＪＡ埼玉ひびきのSDGｓ取組決議
　ＪＡ埼玉ひびきのは、令和３年３月の理事会で「持続
可能な食料の生産と地域農業の振興、農を中心とした豊
かな地域づくり」に向けて独自のSDGｓ取組決議を行
いました。
　今後もＪＡグループ組織を通じて積極的な働きかけを
行ってまいります。
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　 全国で初の開催!!大人の食農

教育〝まなＶＩＶＡ！〟

埼玉ひびきの年金・共済

友の会「芸術展覧会」

憩いの広場／年金・共済

友の会会員の集い

ひびきのニュースコーナー

生き活きＷOMEN女性部

営農技術情報

法律相談

令和７年度新採用職員紹介

人事異動

ＪＡインフォメーション

ひびきの通信

クロスワードパズル

理事会報告／事業概要／他

令和８年度第１回職員採

用募集要領／編集後記

「笑味（えみ）ちゃん」
ＪＡグループでは、国産農畜産物の使用・購入
を推進する「みんなのよい食プロジェクト」に
取り組んでいます。

３月から４月は春ブロッコリーの準備に取り組んで
います

福
ふ く し ま

島　史
ふ み あ き

昭さん（39）
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　ＪＡ埼玉ひびきのと家の光協会、ＪＡ全中が共催する「大人の食農教育〝まなＶＩＶＡ！〟」が
３月１日に開催され、ＪＡ本店の「ひびきのホール」にイベントに応募した参加者100名が集ま
りました。
　このイベントは2024年10月に第30回ＪＡ全国大会組織決議で提唱された幅広い世代を対象とした「全世
代型食農教育」の実現に向けた取り組みで、埼玉県児玉郡市を管轄するＪＡ埼玉ひびきので全国に先駆けて
実施されました。
　「腸からキレイをつくる」をテーマとした今回のイベントではヨガ講師の秀子・セティ氏による「椅子ヨ
ガ教室」や、料理研究家のきじまりゅうた氏による地元の野菜を使った「腸活レシピの料理デモンストレー
ション」、地元本庄市で園芸業を営む㈱スリーフラワーの冨田典子代表による「はじめてのハーブ教室」な
どが催されました。
　講師らの軽妙なトークによりイベントは終始和やかな雰囲気の中で進行されました。
　参加者全員には腸活レシピの試食が振舞われた他、特典として埼玉県産ブランドのいちご「あまりん」１
パックとハーブ１鉢とヨガテキスト等が配布されました。参加者らは「とても楽しかったし、良い勉強にな
りました。またぜひ参加したいです」と話すなどイベントは大好評となりました。

♦全国で初の開催‼大人の食農教育〝まなＶＩＶＡ！〟（ＪＡ埼玉ひびきの）♦

セティ・秀子講師の椅子ヨガ教室

冨田典子講師のハーブ教室

おいしい料理もいただきました！

五十嵐組合長によるご挨拶

きじまりゅうた講師による調理デモンストレーション

写真左から「叩きキュウリのごま酢和え」「ネギとブロッコリー
　　　 の肉あんかけ」「ごぼうのヨーグルトサラダ」
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　３月８日から16日にかけてＪＡ本店「ひびきのホール」にて埼玉ひびきの 第５回年金・共済友の
会「芸術展覧会」が開催されました。
　展覧会では、友の会会員が製作した管内の農業・伝統行事・風景・家族をテーマとした作品が出
品されました。今年は俳句短歌・写真・絵画の３つの部門に合計82点が出品され、厳正な審査に
よって選ばれた優秀者に対しての表彰式が７日に行われました。
　また、各地区の女性部員が製作した作品や、美里町出身の日本体育大学分須尊紀選手の４年連続
の箱根駅伝出場を記念した展示ブースも設けられました。

新津　 榮さん（上里）
絵画部門
「風景G」

荒木　照夫さん（神川）
俳句・短歌部門

坂本　 正さん（上里）
写真部門

「おいしくなぁーれ」

● ● ● ● ● ●

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

女性部
作　品
ブース

たくさんの来
場者に来てい
ただきました。

日体大分須選手
箱 根 駅 伝 出 場
記 念 ブ ー ス　

近所から　美味しかったと
褒められて　今年も頑張る
優香のメロン



憩いの
　   広場
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歌うことと「ひとを喜ばせたい」という
思いが福島さんの元気の源です。

　神川町新里にお住まいの福島茂さんのご趣味はカラオケ。20歳
の時に地元で開催されたNHKのど自慢に出演したのを機に歌うこ
とに目覚めたとのこと。十八番は五木ひろしさんの「時は流れて」。
群馬テレビの「カラオケチャンピオン」に出演してチャンピオン
になったこともあるほどの腕前です。また、ひとを楽しませるこ
とが大好きで、お勤めしていた病院では率先して職員と患者さん
の交流会の催し物を企画した他、引退されてからもお仲間と一緒
に近隣市町村の高齢者施設を訪問してお芝居やご自身の歌を披露

する活動に精力的に取り組ん
でいます。
　「自分の歌をひとに喜んでも
らえることが何よりも嬉しい」
と言う福島さん。「歌うことが
若さを保ち、人生を豊かにし
てくれる原動力」とお話しし
てくださいました。

　２月19日、JAの年金・共済友の会が埼玉県加須市「むさしの村」で会員の集いを開催しました。
今回のイベントに年金・共済友の会の会員127名が参加。釜飯などのおいしい昼食を食べながら、
演歌歌手の石原詢子さんらが出演する歌謡ショーを楽しみました。
　歌謡ショーの後には、JAの岩田義雪専務から石原
詢子さんへ埼玉県産のブランドいちご「あまりん」
が贈呈されました。

福
ふ く

 島
し ま

　 茂
しげる

 さん（75）

　「憩いの広場」では管内の組合員さんがお持ちの趣味についてご紹介します。�

 「カラオケチャンピオン」初出演の写真

左から　岩田専務　石原詢子さん　井上健司
　　　　　　　　　　　　　　　　年金友の会会長 素敵な歌謡ショーを楽しみました
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Ｊ
Ａ
こ
だ
ま
館
直
売
所

で
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
シ

バ
ヤ
ギ
の
ユ
キ
ち
ゃ
ん
と

メ
イ
ち
ゃ
ん
が
１
月
26
日

に
本
庄
市
の
本
庄
総
合
公

園
で
実
施
さ
れ
た
市
の
イ

ベ
ン
ト
「
ほ
ん
じ
ょ
う
市
」

に
出
張
し
、
エ
サ
や
り
体

験
な
ど
を
通
し
て
来
場
者

と
触
れ
合
い
ま
し
た
。

　

こ
だ
ま
館
に
来
た
ば
か

り
の
頃
は
ひ
と
を
怖
が
っ

て
い
た
２
頭
も
、
今
で
は

来
客
者
の
手
か
ら
直
接
エ

サ
を
も
ら
う
な
ど
す
っ
か

り
環
境
に
馴
染
み
、
家
族

連
れ
を
中
心
に
２
頭
を
目

当
て
に
直
売
所
を
訪
れ
る

来
客
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
「
ほ
ん
じ
ょ
う
市
」
で

は
慣
れ
な
い
場
所
に
や
や

緊
張
気
味
の
2
頭
で
し
た

が
、
エ
サ
や
り
体
験
は
大

好
評
で
し
た
。

各
地
区
で
い
ち
ご
祭
り
が
大
盛
況
!!

　

２
月
か
ら
３
月
に
か

け
て
Ｊ
Ａ
の
各
直
売
所

で
「
い
ち
ご
祭
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ア
グ
リ

パ
ー
ク
上
里
で
２
月
８
日

と
９
日
に
、
こ
だ
ま
館
直

売
所
で
同
月
15
日
に
、
か

み
か
わ
館
直
売
所
で
同
月

23
日
に
、
あ
お
ぞ
ら
館
直

売
所
で
は
同
月
22
日
と
３

月
１
日
に
、
美
里
万
葉
の

里
直
売
所
で
は
３
月
１
日

に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し

た
。
埼
玉
県
産
の
ブ
ラ
ン

ド
い
ち
ご
「
あ
ま
り
ん
」

の
人
気
が
上
が
っ
て
い
る

こ
と
も
伴
い
、
お
祭
り
の

日
に
は
開
店
前
か
ら
「
あ

ま
り
ん
」
や
「
や
よ
い
ひ

め
」
な
ど
の
地
元
い
ち
ご

を
求
め
る
来
客
者
の
列
が

出
来
ま
し
た
。

こだま館（２月15日）

アグリパーク上里（２月８日～９日）

いちごアイスも好評でした（美里万葉の里３月１日）

あおぞら館直売所（２月22日）

青色のマフラーがメイちゃん 赤色がユキちゃん

こ
だ
ま
館
の
ユ
キ
ち
ゃ
ん
と

メ
イ
ち
ゃ
ん
出
張
エ
サ
や
り
体
験
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３
月
24
日
、
南
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
で
極
早
生
玉
葱
の
目
揃
え
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
開
催
さ
れ

た
の
は
「
新
玉
葱
」
の
中
で
も
３
月
に
収
穫
が
始
ま
る
極
早
生
品
種
の
目
揃
え
会
で
、
児
玉
地
区
で
は
こ
れ

か
ら
４
月
・
５
月
に
か
け
て
新
玉
葱
が
本

格
的
な
出
荷
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　
指
定
産
地
で
も
あ
る
同
地
区
の
玉
葱
は
、

水
は
け
の
よ
い
土
地
で
作
ら
れ
る
た
め
、

甘
味
が
強
く
サ
ラ
ダ
な
ど
生
食
で
も
お
い

し
く
食
べ
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
埼
玉
ひ
び
き
の
南
部
玉
葱
部
会
の

福
島
清
次
部
会
長
は
「
改
め
て
目
合
わ
せ

を
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
規
格
を
揃
え

て
有
利
販
売
に
つ
な
が
る
出
荷
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
お
話
し
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

２
月
28
日
に
上
里
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
で
上
里
一
元
出

荷
協
議
会
施
設
部
会
が
ト
マ
ト
の
目
揃
え
会
を
開
催
。
生

産
者
６
名
が
全
農
や
市
場
の
関
係
者
ら
と
ト
マ
ト
の
規
格

等
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

市
場
関
係
者
か
ら
は
春
先
に
か
け
て
ト
マ
ト
の
需
要
が

高
ま
る
一
方
で
、
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
を
受
け
て
遠

方
の
産
地
か
ら
の
輸
送
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、
首

都
圏
産
地
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
旨
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

　

上
里
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
の
岸
秀
之
次
長
は
「
し
っ
か

り
と
目
合
わ
せ
を
し
て
、
皆
さ
ん
に
出
荷
し
て
も
ら
っ
た

良
品
を
有
利
販
売
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
お
話

し
し
ま
し
た
。

春
胡
瓜
の
シ
ー
ズ
ン
到
来
‼

本
庄
・
児
玉
で
選
果
機
が
稼
働
開
始

目揃え会の様子

規格について熱心に話し合いが行われました

南
部
玉
葱
部
会
で
極
早
生
玉
葱
の
目
揃
え
会

上
里
地
区
で
ト
マ
ト
の
目
揃
え
会

　

春
胡
瓜
の
出
荷
が
始
ま
る
と
と
も
に
、
本
庄
地
区
・
ひ
び
き
の

南
部
（
児
玉
地
区
）
の
選
果
機
が
そ
れ
ぞ
れ
稼
働
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
選
果
場
は
地
区
の
生
産

者
か
ら
な
る
出
荷
組
合
が

Ｊ
Ａ
と
協
力
し
て
立
ち
上

げ
た
施
設
で
、
胡
瓜
の
等

級
ご
と
の
選
別
、
箱
詰
め
、

出
荷
ま
で
の
作
業
を
担
う

こ
と
で
生
産
者
の
負
担
軽

減
と
生
産
物
の
品
質
の
向

上
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
２
か
所
の
選
果
場
で
の

春
シ
ー
ズ
ン
の
出
荷
数

量
は
最
盛
期
に
は
日
量 

約
６
、０
０
０
ケ
ー
ス（
１

ケ
ー
ス
５
キ
ロ
）
に
及
び
、

茄
子
の
選
果
も
さ
れ
る
ひ

び
き
の
南
部
選
果
場
は
12

月
下
旬
ま
で
休
み
な
く
稼

働
し
続
け
ま
す
。

ひびきの南部選果場 本庄地区選果場
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２
月
28
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
管
内
小
学
校
を
対
象
と
し
た
横
断
旗
と
雨
傘
の
寄
贈
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
が
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
で
、
今
年
も
管
内

の
児
玉
郡
市
１
市
３
町
全
て
の
小
学
校
に
対
し
て
、
登
下
校
中
の
児
童
の
安
全
を
守
る

横
断
旗
１
、１
０
０
本
と
、
雨
傘

５
３
０
本
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
贈
呈
式
は
児
玉
郡
市
の

各
市
町
の
教
育
長
に
お
越
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

五
十
嵐
雅
樹
組
合
長
は
「
地
域

の
子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
の
活

動
に
Ｊ
Ａ
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
お
話
し

し
ま
し
た
。

　
３
月
６
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
職
員
全
体
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
に
合
わ
せ
て
「
職

場
内
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
を
実
施
し
、
本
店
及
び
各
事
業
所
の
役
職
員
か
ら
合
わ
せ
て

３
７
２
点
の
食
料
品
が
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
月
10
日
に
は

贈
呈
式
が
開
催
さ
れ
、
上

里
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

食
料
品
が
引
き
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
寄
付
さ
れ
た
食
料

品
は
、
主
に
ひ
と
り
親
家

庭
を
対
象
に
し
た
フ
ー
ド

パ
ン
ト
リ
ー
事
業
に
活
用

さ
れ
ま
す
。

連
合
青
年
部
と
常
勤
役
員
が
意
見
交
換
会
を
開
催

第
63
回
農
業
機
械
大
展
示
会
（
む
さ
し
の
村
）

　
２
月
７
日
に
Ｊ
Ａ
埼
玉
ひ
び
き
の
連
合
青
年
部

（
坂
田
哲
部
長
）
と
Ｊ
Ａ
の
常
勤
役
員
が
意
見
交

換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
連
合
青
年
部
か
ら
は
資
材
の
高
騰
や
野
菜
の
市

場
価
格
か
ら
、
Ｊ
Ａ
職
員
の
人
員
配
置
に
関
す
る

こ
と
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
質
問
が
出
さ
れ
、
そ
れ

ら
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
対
し
て
常
勤
役
員
か
ら
回
答

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
事
前
に
用
意
さ
れ
た
質
問
以
外
に
も

様
々
な
質
問
が
出
さ
れ
、
地
域
農
業
の
将
来
や
Ｊ

Ａ
事
業
に
関
し
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
１
月
31
日
か
ら
２
月
１
日
に
か
け
て
埼
玉
県
加
須
市
の
「
む
さ
し
の
村
」
で
第
63
回

農
業
機
械
大
展
示
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

展
示
会
の
た
め
に

用
意
さ
れ
た
特
設
会

場
を
２
日
間
で
延
べ

３
、１
１
０
人
の
来
場

者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
ブ
ー
ス

に
も
沢
山
の
来
場
者

が
お
越
し
い
た
だ
き
、

目
標
を
上
回
る
受
注

を
い
た
だ
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

 天気にも恵まれ沢山の来場者で賑わいました

意見交換会の様子

管
内
小
学
校
へ
横
断
旗
と
雨
傘
を
寄
贈

今年もたくさんの食料品が集まりました

贈呈式の様子

贈呈式の様子

Ｊ
Ａ
職
員
に
よ
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動



生き活き ＷOMEN 女性部
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　１月28日にＪＡフレッシュミズ部会
（冨田典子部会長）がＪＡ本店調理室で料
理教室を開催。ふるさと応援隊の伊藤たい
子さんを講師として地元の食材を活用した
料理に挑戦しました。
　また、３月25日には味噌づくり教室を開催し、
厚生産業㈱の宮川講師から味噌の作り方を教わりま
した。

 １月22日、ＪＡ本庄地区女性部（金井清
子部長）がＪＡ本店調理室で漬物教室を開
催しました。部員たちは厚生産業㈱の成瀬
講師とエーコープとべジレンドの漬物の素
を使った漬物作りに挑戦しました。講師の
指導の下、「麴漬け」や「キムチ漬け」、「べったら
漬け」などを様々な漬物を作り、調理後にはおにぎ
りと一緒にみんなで作った漬物を試食しました。

　２月４日、ＪＡ埼玉ひびきの連合女性部
（根本孝代部長）はＪＡ常勤役員との意見
交換会をＪＡ本店で開催しました。意見交
換会では女性部活動のPRや新規会員の募集などの
面でＪＡとの協力や連携の強化を求めるなど多種多
様な要望と意見が述べられました。
　ＪＡの五十嵐雅樹組合長は「女性の力が必要と
なっている時代です。ＪＡとしても女性部の活動を
応援するとともに、経営のいろんな場面で女性たち
の意見を取り入れていきたいので、今回に限らず
様々な場所から積極的に意見を発信していただきた
い」とお話ししました。

 意見交換会の様子

連合女性部と常勤役員の意見交換会

本庄地区女性部
漬物教室を開催

 ◀おいしい漬物が出来ました

◀ 味噌づくり教室の
様子

みんなで楽しく
料理が出来ました▶

▲漬物教室の様子

連合女性部で
日帰り研修旅行を実施

　１月30日にＪＡ埼玉ひびきの連合女性部（根本
孝代部長）が日帰り研修旅行を実施。午前中にＪ
Ａ邑楽館林の「でんえんマルシェ」を見学した後
に、加須市「む
さ し の 村 」 で
開 催 さ れ た 県
内のＪＡ女性部
を 対 象 と し た

「令和６年度女
性セミナー」に
参加しました。
セミナーではお
笑いショーや健
康体操研究家の
己 抄 呼 （ み さ
こ）講師による
健康セミナーを
楽しみました。

 連合女性部の皆さん

 健康セミナーの様子

フレッシュミズ部会
料理と味噌作りに挑戦！



生き活き ＷOMEN 女性部
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　２月から３月にかけてＪＡ上里地区（橋爪たか子部長）とＪＡ児玉地区（田島まり子部長）の２つの女
性部が味噌作り教室を実施しました。
　上里地区で47名の部員が、児玉地区では19名の部員がそれぞれ参加。班ごとに分かれて、３日間の行
程をかけて地元の大豆と米を使った完全無添加の手作り味噌を仕込みました。
　参加者たちは「一度食べたら、また来年も作りたいと思うくらいおいしい自慢の味噌です」と胸を張り
ました。

　２月12日にＪＡ児玉地区女性部（田島まり子部長）が、13日にＪＡ美里地区女性部（根本孝代部長）
がそれぞれ手芸教室を開催しました。
　児玉地区女性部はインテリアティッシュケースを、美里地区女性部ではリースを製作しました。
　両地区の女性部員が製作した作品は３月８日から16日にかけて開催された「ＪＡ埼玉ひびきの第５回
芸術展覧会」で展示されました。

美里地区女性部（２月13日）

 上里地区女性部

 児玉地区女性部（２月12日）

児玉地区女性部

上里・児玉地区女性部で味噌づくり教室を開催

児玉・美里地区女性部　手芸教室で作品を制作



【問い合わせ】埼玉県本庄農林振興センター農業支援部　 TEL 0495−22−311611

農業機械に関する安全知識・整備技術・運転技術等について学科と実技を行い、
大型特殊運転免許（農耕車に限る）・農業機械士の資格が取得できます。
　　（けん引免許コースもあります）

認定農業者、認定新規就農者、農業機械の管理者・指導者など
　※受講者は書類審査によって決定します。

農作業安全に努めましょう！

　
埼
玉
県
で
は
令
和
6
年
3
月
ま
で
に
、
農
作
業
事
故

が
25
件
、
う
ち
死
亡
事
故
が
4
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
事
故
要
因
別
で
は
機
械
に
係
る
事
故
が
65
％
と
高
い

割
合
を
示
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
年
齢

に
関
係
な
く
、

事
故
が
発
生

し
て
い
る
状

況
で
す
。

　

農
作
業
事

故
を
起
こ
さ

な
い
た
め
、

作
業
前
に
機

械
作
業
に
対

応
し
た
安
全

チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
ま
し
ょ

う
。

　
機
械
の
調
整
・
清
掃
を
行
う
際
は
、
原
則
エ
ン
ジ
ン

を
切
り
、
作
業
を
行
う
。
や
む
を
得
ず
動
い
て
い
る
機

械
に
手
を
近
づ
け
る
際
は
、
手
袋
を
着
用
せ
ず
、
ひ
も

や
裾
な
ど
が
巻
き
込
ま
れ
な
い
服
装
で
行
う
。
機
械
の

回
転
部
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
機
械
を
更
新
、
安

全
装
置
の
後
付
け
を
検
討
す
る
。

　
作
業
補
助
者
は
機
械
の
停
止
を
確
認
し
て
か
ら
近
づ

く
よ
う
に
す
る
。

　
ト
ラ
ク
タ
を
使
用
す
る
際
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
装
着
し
、
安
全
フ
レ
ー
ム
を
し
っ
か
り
立

て
た
状
態
で
走
行
す
る
。
道
路
上
の
危
険
箇
所
を
確
認
、

目
印
を
あ
ら
か
じ
め
立
て
る
な
ど
対
策
を
行
う
。

　
ほ
場
を
退
出
す
る
際
は
ブ
レ
ー
キ
が
連
結
さ
れ
て
い
る

か
を
確
認
し
て
か
ら
退
出
し
、
注
意
し
な
が
ら
走
行
す
る
。

　
飛
来
物
に
よ
る
ケ
ガ
を
防
ぐ
た
め
長
袖
長
ズ
ボ
ン
や

ゴ
ー
グ
ル
等
を
着
用
し
、
作
業
前
に
は
石
な
ど
の
障
害

物
を
確
認
・
撤
去
を
行
う
。
刈
刃
を
操
作
す
る
際
は
、

「
右
か
ら
左
へ
刈
る
」
動
き
を
基
本
と
し
て
作
業
を
行
う
。

　
作
業
者
の
15
ｍ
以
内
に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
作
業

を
行
う
。

　
農
薬
の
登
録
情
報
を
確
認
し
、
使
用
基
準
に
沿
っ
て

使
用
す
る
。
マ
ス
ク
や
眼
鏡
を
着
用
し
、
天
候
や
風
向

き
を
確
認
し
、
農
薬
の
飛
散
防
止
に
努
め
、
農
薬
暴
露

を
防
ぐ
。
農
薬
を
希
釈
す
る
際
は
使
い
切
り
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
等
へ
移
し
替
え
て
の
保
存
は
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

　
日
頃
か
ら
体
調
管
理
に
気
を
付
け
、
体
調
が
す
ぐ
れ

な
い
場
合
は
作
業
を
控
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
作
業
は

で
き
る
限
り
複
数
人
で
行
い
、
一
人
で
作
業
す
る
際
は

作
業
予
定
な
ど
を
家
族
に
伝
え
る
な
ど
し
、
リ
ス
ク
に

備
え
た
作
業
、
対
策
を
行
い
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、

遭
わ
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

農
作
業
安
全
チ
ェ
ッ
ク
①

～
機
械
全
般
～

農
作
業
安
全
チ
ェ
ッ
ク
②

～
乗
用
ト
ラ
ク
タ
～

農
作
業
安
全
チ
ェ
ッ
ク
③

～
草
刈
り
機
～

農
作
業
安
全
チ
ェ
ッ
ク
④

～
農
薬
使
用
～

令和7年度案内は4月上旬頃に埼玉県HPに掲載される予定です

農業機械利用技能者養成研修について案内
内　容

対象者
埼玉県マスコット「コバトン」

37
42

29 31
40 39

18
22 21

25

23

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

8
2 4 5 2 1 3 3 4

0

（件）
50

40

30

20

10

0

事故件数

死亡事故件数

過去10年間の農作業事故件数
（平成26年～令和6年3月まで）



「こういった場合はどうなの？」など、皆さまからのご質問（具体的でなくて結構です）にもお答えいたします。
別添のクイズ解答用紙にご質問内容をご記入いただきお送りください。

ＪＡ埼玉ひびきの 顧問弁護士　長 島 佑 享ＪＡ埼玉ひびきの 顧問弁護士　長 島 佑 享
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父の相続の不公平を母の相続で調整？
約束は無効、代償金など確保を

家族と関係悪化で祭祀財産は引き継げる？
被相続人の所有物か否か検討が必要

　父が亡くなりました。相続人である母、長男Ａ、次男Ｂが遺産分割協議
をしています。Ａは、母が住む土地建物は母が取得し、それ以外の不動産

は全部Ａが取得したいと主張しています。Ｂは、母の相続の際に母の住む土地建物をＢ
が取得することをＡが約束してくれるならば、Ａの提案通りに分割しても良いと考えて
います。このような約束は、母の遺産分割のときに考慮してもらえますか。

　
本
問
の
よ
う
に
、
父
の
遺
産
分

割
に
お
け
る
不
公
平
を
、
将
来
生

じ
る
母
の
遺
産
分
割
の
際
に
調
整

し
よ
う
と
す
る
ケ
ー
ス
が
と
き
ど

き
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
父
の
遺
産
分
割
と
母
の
遺
産
分
割

は
別
事
件
で
あ
り
ま
す
し
、
そ
も
そ
も
遺
産
分

割
協
議
は
相
続
の
開
始
後
、
つ
ま
り
被
相
続
人

が
亡
く
な
っ
た
後
に
行
う
べ
き
こ
と
で
あ
っ

て
、
被
相
続
人
の
存
命
中
に
し
た
遺
産
分
割
協

議
は
無
効
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
母
の

存
命
中
に
そ
の
よ
う
な
約
束
を
し
て
も
、
母
の

遺
産
分
割
の
際
に
考
慮
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
。
し
か
も
、
母
は
亡
夫
か
ら
取
得
し
た

土
地
建
物
を
売
却
、
贈
与
、
遺
贈
な
ど
自
由
に

処
分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
ら
、
母
の
死
亡

時
に
遺
産
と
し
て
残
存
す
る
か
も
不
確
実
で
す
。

Ｂ
と
し
て
は
、
父
の
遺
産
分
割
協
議
の
中
で
遺

産
の
一
部
を
取
得
す
る
か
、
Ａ
か
ら
代
償
金
の

支
払
を
受
け
る
方
法
で
解
決
す
る
の
が
よ
い
で

し
ょ
う
。

　
Ｂ
が
、
Ａ
と
こ
の
約
束
を
結
び
、
同
約
束
の

履
行
を
確
実
な
も
の
と
し
た
い
の
で
あ
れ
ば
、

母
が
住
む
土
地
建
物
に
つ
き
母
と
死
因
贈
与
契

約
を
結
ん
で
、
同
土
地
建
物
に
つ
い
て
死
因
贈

与
を
原
因
と
す
る
所
有
権
移
転
仮
登
記
を
設
定

し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
そ
う
す
れ
ば
Ｂ
は
、
母
が
死
亡
し
た
後
、
母

の
相
続
人
に
対
し
て
仮
登
記
に
つ
き
本
登
記
を

請
求
し
て
、
Ｂ
名
義
に
本
登
記
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

Ｑ1

　父が亡くなり、相続人は母、長男の私、次男です。父の家系では先祖代々
長男が墓を継いできたので、私も父から引き継ぎ墓を管理し、喪主として葬

儀をし、母の自宅にある仏壇前で28年間父のために法要を主宰してきました。しかし最
近母や次男と折り合いが悪くなり、今後の法要の開催を拒否されました。私は母らに祭
祀（さいし）財産を渡してほしいと言ったところ、「仏壇は渡すが、位牌とお鈴は母が買っ
た物」と言われ断られました。父の位牌とお鈴を渡してもらえますか。

　
祭
祀
財
産
と
は
、
系
譜
、
祭

具
、
墳
墓
で
す
。
系
譜
と
は
、

歴
代
の
家
長
を
中
心
と
し
て
祖

先
以
来
の
家
系
を
示
す
も
の
、

祭
具
と
は
祖
先
の
祭
祀
、
礼
拝
の
用
に
供
さ

れ
る
も
の
、
墳
墓
と
は
遺
体
や
遺
骨
を
葬
っ

て
い
る
設
備
で
す
。
こ
れ
ら
は
遺
産
分
割
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
を
引
き
継

ぐ
祭
祀
承
継
者
は
、
被
相
続
人
の
指
定
や
慣

習
に
従
っ
て
、
そ
れ
ら
が
明
ら
か
で
な
い
場

合
に
は
家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
ま

す
（
民
法
８
９
７
条
）。

　
あ
な
た
が
求
め
て
い
る
も
の
は
位
牌
や
お

鈴
で
す
か
ら
祭
具
に
当
た
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
あ
な
た
が
祭
祀
承
継
者
で
あ
れ
ば

そ
れ
ら
を
引
き
継
げ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
位
牌
や
お
鈴
が
、
被

相
続
人
の
死
亡
後
に
購
入
さ
れ
た
物
で
あ
っ

て
、
被
相
続
人
が
所
有
し
て
い
た
物
で
な
い

場
合
に
は
、
祭
祀
承
継
者
に
指
定
さ
れ
た
者

で
あ
っ
て
も
被
相
続
人
か
ら
そ
れ
ら
の
祭
祀

財
産
引
き
継
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
（
東
京

高
等
裁
判
所
決
定
平
成
31
年
３
月
19
日
）。

　
し
た
が
っ
て
、
あ
な
た
は
祭
祀
承
継
者
で

あ
っ
て
も
、
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
祭
祀

財
産
は
、
被
相
続
人
で
あ
る
父
が
所
有
し
て

い
た
物
に
限
ら
れ
ま
す
。
父
以
外
の
者
の
所

有
物
は
、
た
と
え
仏
壇
の
中
に
あ
っ
た
と
し

て
も
引
き
渡
し
て
も
ら
え
な
い
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

Ｑ2

　Ａ2

Ａ1



　４月から新たに８名がＪＡ職員として仲間入りしました。
　組合員の皆さまをはじめ、ご利用の皆さま、地域の皆さまのお役に立てるよう
精一杯努力してまいりますので、温かい応援をよろしくお願い申し上げます。

～ 令和７年度新採用職員紹介 ～

未来を担う新しいチカラ

13

これがわたしの
キャッチ・フレーズ‼

それぞれの思いが
こもっています�

見かけた際はぜひお声を
かけてください

上
里
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー 

係

営
農
経
済
部 

営
農
販
売
課 

係

（
ひ
び
き
の
農
産
㈱
出
向
）

営
農
経
済
部 

営
農
支
援
課 
係

（
Т
Ａ
Ｃ
）

持
も ち だ
田　侑

ゆ う り
里

南
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー 

係

関
せ き ね
根　優

ゆ う と
人

橋
はしもと
本　景

け い こ
子

総
務
部 

企
画
総
務
課 

係

上
里
支
店 

係
（
総
合
渉
外
）

田
た し ろ
代　麻

ま い
衣

上
かみいずみ
泉　佳

よ し き
輝

本
庄
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー 

係

飯
いいづか
塚　清

き よ し
史

神
川
支
店 

係
（
総
合
渉
外
）

清
し み ず
水　祐

ゆ う か
花

高
たかやま
山　怜

れ お
生
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◀
令
和
７
年
４
月
１
日
付

氏　
　

名

新　
　
　
　

任

旧　
　
　
　

任

氏　
　

名

新　
　
　
　

任

旧　
　
　
　

任

◀
令
和
７
年
４
月
１
日
付

土　

屋　

雅　

世

霜　

田　

真　

生

吉　

野　

翔　

大

小　

島　

健　

杜

塚　

越　

葉　

子

山　

田　

裕　

太

五
十
嵐　

幸　

司

日　

向　

康　

和

鈴　

木　

淳　

一

梅　

田　

有　

希

村　

田　

優　

菜

國　

島　

雄
太
朗

清　

水　

祐　

樹

井　

口　

美　

紅

山　

田　

英　

之

櫻　

井　

雅　

臣

植　

原　

小
百
合

原　
　
　

淳　

一

茂　

木　

紀　

子

栗　

原　

紀　

晃

岩　

本　

美　

帆

監
査
室　

室
長

総
務
部　

企
画
総
務
課　

主
任

総
務
部 

企
画
総
務
課
付 

主
任
（
情
報
セ
ン
タ
ー
出
向
）

総
務
部 

企
画
総
務
課
付 

主
任（
㈱
Ｊ
Ａ
ひ
び
き
の
フ
ァ
ー
ム
出
向
）

総
務
部　

企
画
総
務
課
付　

係

総
務
部　

管
理
経
理
課　

係
長

信
用
共
済
部 

部
長 
兼 
資
金
運
用
課 

課
長

信
用
共
済
部　

貯
金
為
替
課　

課
長

信
用
共
済
部　

貯
金
為
替
課　

次
長

信
用
共
済
部　

貯
金
為
替
課　

主
任

信
用
共
済
部　

貯
金
為
替
課　

係

信
用
共
済
部　

資
金
運
用
課　

主
任

信
用
共
済
部　

普
及
保
全
課　

次
長

信
用
共
済
部　

普
及
保
全
課　

係

営
農
経
済
部　

営
農
販
売
課　

次
長

営
農
経
済
部 

営
農
販
売
課 

主
任（
美
里
育
苗
セ
ン
タ
ー
）

営
農
経
済
部　

営
農
販
売
課　

主
任

営
農
経
済
部 

営
農
支
援
課 

次
長
（
Т
Ａ
Ｃ
）

営
農
経
済
部 

直
販
課 

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
次
長
心
得
）

営
農
経
済
部 

く
ら
し
の
相
談
課 

課
長

営
農
経
済
部 

く
ら
し
の
相
談
課 

係

営
農
経
済
部 

く
ら
し
の
相
談
課 

次
長

総
務
部 

企
画
総
務
課
付 

主
任（
情
報
セ
ン
タ
ー
出
向
）

営
農
経
済
部 

営
農
支
援
課 

主
任（
Т
Ａ
Ｃ
）

総
務
部 

企
画
総
務
課
付 

係 （
㈱
Ｊ
Ａ
ひ
び
き
の
フ
ァ
ー
ム
出
向
）

上
里
支
店　

係
（
総
合
渉
外
）

総
務
部　

管
理
経
理
課　

主
任

信
用
共
済
部 

部
長 

兼 

貯
金
為
替
課 

課
長

神
川
支
店　

支
店
長

信
用
共
済
部 

貯
金
為
替
課 

次
長
心
得

神
川
支
店　

主
任
（
総
合
渉
外
）

上
里
支
店　

係
（
総
合
渉
外
）

上
里
支
店　

主
任

信
用
共
済
部 
普
及
保
全
課 

次
長
心
得

上
里
支
店　

係
（
総
合
渉
外
）

本
庄
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

次
長

南
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー 

主
任 （
美
里
育
苗
セ
ン
タ
ー
）

営
農
経
済
部　

営
農
販
売
課　

係

本
庄
南
支
店　

次
長
（
内
勤
）

営
農
経
済
部 

直
販
課 

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー（
係
長
）

南
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

所
長

信
用
共
済
部 

貯
金
為
替
課 

係

林　
　
　

智　

行

大　

井　

慎
之
介

相　

川　

平　

滋

宮　

原　

恵　

二

浅　

見　
　
　

崇

齋　

藤　

由　

稀

小　

川　

泰　

男

井　

上　
　
　

史

橘　
　
　

貴　

大

中　

山　

ひ
と
み

吉　

野　

優　

樹

小　

笹　

綾
由
美

五
十
嵐　

三　

明

岩　

本　

麻　

美

岸　
　
　

秀　

之

小　

暮　

祐　

也

福　

島　

健　

司

橋　

本　

和　

也

野　

平　

真　

弥

伊　

藤　

春　

香

一
ノ
瀬　
　
　

陽

営
農
経
済
部 

農
機
自
動
車
セ
ン
タ
ー 

次
長
心
得

営
農
経
済
部 

農
機
自
動
車
セ
ン
タ
ー 

主
任

営
農
経
済
部 

農
機
自
動
車
セ
ン
タ
ー 

主
任

営
農
経
済
部 

農
機
自
動
車
セ
ン
タ
ー 

係

営
農
経
済
部 

営
農
支
援
課 

次
長（
Т
Ａ
Ｃ
）

南
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

係

営
農
経
済
部　

く
ら
し
の
相
談
課 

課
長

本
庄
北
支
店　

次
長
（
内
勤
）

上
里
支
店　

渉
外
リ
ー
ダ
ー
（
係
長
）

本
庄
北
支
店　

係

児
玉
支
店　

主
任
（
総
合
渉
外
）

総
務
部　

管
理
経
理
課　

係

本
庄
北
支
店　

係
長

児
玉
支
店　

主
任

上
里
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー 

次
長 （
農
産
物
検
査
員
）

南
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

主
任

信
用
共
済
部　

資
金
運
用
課 

課
長

上
里
支
店　

次
長
（
内
勤
）

総
務
部　

企
画
総
務
課　

主
任

信
用
共
済
部　

普
及
保
全
課　

主
任

営
農
経
済
部　

催
事
相
談
セ
ン
タ
ー　

係

営
農
経
済
部 

農
機
自
動
車
セ
ン
タ
ー 

次
長

営
農
経
済
部 

農
機
自
動
車
セ
ン
タ
ー 

係
長

営
農
経
済
部 

農
機
自
動
車
セ
ン
タ
ー 

係
長

営
農
経
済
部 

農
機
自
動
車
セ
ン
タ
ー 

主
任

本
庄
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

次
長

本
庄
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

係

本
庄
北
支
店　

支
店
長

本
庄
北
支
店　

次
長

本
庄
北
支
店　

係
長

本
庄
北
支
店　

主
任

本
庄
北
支
店 

渉
外
リ
ー
ダ
ー
（
主
任
）

本
庄
北
支
店　

主
任
（
総
合
渉
外
）

本
庄
南
支
店　

次
長
心
得

本
庄
南
支
店　

主
任
（
総
合
渉
外
）

上
里
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

所
長

上
里
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

主
任

上
里
支
店　

支
店
長

上
里
支
店　

次
長

上
里
支
店　

主
任

上
里
支
店　

主
任

上
里
支
店　

主
任
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◀
令
和
７
年
４
月
１
日
付

◀
令
和
７
年
４
月
１
日
付 

新
採
用
職
員

◆
令
和
７
年
３
月
3１
日
付 

退
職
者

氏　
　

名

新　
　
　
　

任

旧　
　
　
　

任

氏　
　

名

試
用
期
間
中
（
３
か
月
）
の
配
属
先　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏　
　

名

旧　
　
　
　

任　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
記
10
名
に
つ
き
ま
し
て
は
、
退
職
に
な
り
ま
し
た
。

組
合
員
の
た
め
農
協
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

田　

代　

麻　

衣

橋　

本　

景　

子

持　

田　

侑　

里

飯　

塚　

清　

史

高　

山　

怜　

生

上　

泉　

佳　

輝

関　

根　

優　

人

清　

水　

祐　

花

総
務
部　

企
画
総
務
課　

係
（
試
用
期
間
）

営
農
経
済
部　

営
農
販
売
課　

係
（
試
用
期
間
）（
ひ
び
き
の
農
産
㈱
出
向
）

営
農
経
済
部　

営
農
支
援
課　

係
（
Т
Ａ
Ｃ
）（
試
用
期
間
）

本
庄
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

係
（
試
用
期
間
）

上
里
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

係
（
試
用
期
間
）

上
里
支
店　

係
（
総
合
渉
外
）（
試
用
期
間
）

南
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

係
（
試
用
期
間
）

神
川
支
店　

係
（
総
合
渉
外
）（
試
用
期
間
）

永　

尾　

貴　

則

石　

倉　

克　

巳

横　

堀　

孝　

夫

伊　

藤　

敏　

行

卜　

部　

正　

明

須　

賀　

洋　

江

白　

木　
　
　

昂

伊　

藤　

綾　

香

田　

中　

俊　

和

鈴　

木　

宜　

胤

監
査
室　

室
長

上
里
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

所
長

上
里
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

係
長

上
里
支
店　

支
店
長

美
里
支
店　

支
店
長

総
務
部　

企
画
総
務
課
付　

主
任

営
農
経
済
部　

営
農
支
援
課　

係
（
Т
Ａ
Ｃ
）

本
庄
北
支
店　

主
任

神
川
支
店　

係

㈱
Ｊ
Ａ
ひ
び
き
の
フ
ァ
ー
ム　

社
員

岸　
　
　

優　

希

新　

井　

未　

羽

井　

上　

結　

日

石　

倉　

凪　

紗

佐
々
木　
　
　

章

森　

本　
　
　

武

赤　

沼　

裕　

之

春　

山　

優　

子

真　

塩　

幸　

秀

天　

野　

沙　

耶

岩　

丸　

莉　

菜

荒　

木　

裕　

子

眞　

尾　

万　

里

小　

暮　

祐　

介

山　

本　

美
恵
子

倉　

本　

悦　

光

永　

尾　

貴　

則

石　

倉　

克　

巳

横　

堀　

孝　

夫

伊　

藤　

敏　

行

卜　

部　

正　

明

上
里
支
店　

渉
外
リ
ー
ダ
ー
（
主
任
）

上
里
支
店　

係
（
総
合
渉
外
）

上
里
支
店　

係
（
総
合
渉
外
）

上
里
支
店　

係
（
総
合
渉
外
）

南
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

所
長

南
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー 

所
長
（
待
遇
）

南
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

係
長

美
里
支
店　

支
店
長

美
里
支
店　

次
長
心
得

美
里
支
店　

主
任

美
里
支
店　

渉
外
リ
ー
ダ
ー
（
主
任
）

児
玉
支
店　

次
長

児
玉
支
店　

係

児
玉
支
店　

係
（
総
合
渉
外
）

神
川
支
店　

支
店
長

神
川
支
店　

次
長
心
得

信
用
共
済
部 

貯
金
為
替
課 

相
続
・
年
金
相
談
員（
嘱
託
）

営
農
経
済
部 

営
農
販
売
課 

嘱
託（
ひ
び
き
の
農
産
㈱
出
向
）

営
農
経
済
部　

直
販
課　

嘱
託

上
里
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

嘱
託

美
里
支
店　

嘱
託
（
総
合
渉
外
）

上
里
支
店　

係
（
総
合
渉
外
）

上
里
支
店　

係

本
庄
北
支
店　

係
（
総
合
渉
外
）

本
庄
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

係

本
庄
北
支
店　

支
店
長

南
部
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー 

副
所
長（
所
長
待
遇
）

上
里
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー　

係
長

美
里
支
店　

次
長
（
内
勤
）

美
里
支
店　

渉
外
リ
ー
ダ
ー
（
係
長
）

本
庄
南
支
店　

主
任
（
総
合
渉
外
）

美
里
支
店　

係
（
総
合
渉
外
）

児
玉
支
店　

次
長
心
得
（
内
勤
）

信
用
共
済
部　

貯
金
為
替
課　

係

営
農
経
済
部　

直
販
課　

係

神
川
支
店　

次
長
（
内
勤
）

本
庄
北
支
店 

渉
外
リ
ー
ダ
ー
（
係
長
）

再
雇
用

再
雇
用

再
雇
用

再
雇
用

再
雇
用
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カスタマー・ハラスメント対応基本方針
　埼玉ひびきの農業協同組合（以下、「当組合」と
いう。）は、組合員・利用者の皆様(以下、「組合員等」
といいます。)からのクレームや苦情に対しては真
摯に対応し、信頼と期待に応え、より良いサービス
の提供につなげていけるよう努めてまいります。
　このため、万が一組合員等からの社会通念上相当
な範囲を超えた要求や言動があった場合には、誠実
な対応をしつつも毅然とした態度で対応いたします。
　このような対応により、組合員等との健全な関係
を維持すべく、組合員等から社会通念上相当な範囲
を超えた要求や言動があった場合の基本的な方針を
以下のとおりとします。
１．カスタマーハラスメントの定義
　�　組合員等（お取引先を含む）からのクレーム・
言動のうち、当該クレーム・言動の要求の内容の
妥当性に照らして、当該要求を実現するための手
段・態様が社会通念上不相当なものであって、当
該手段・態様により、役職員の人権や就業環境が
害されるもの。

２．対象となる行為（抜粋）
　●�組合員等からの要求内容に妥当性が認められ
ないもの例

　　・�当組合が提供する商品・サービスに瑕疵・過
失が認められない場合

　　・�要求の内容が、当組合の提供する商品・サー
ビスの内容とは関係がない場合など

　●�要求を実現するための手段・態様が社会通念上
不相当な言動の例（抜粋）

　　・暴力行為や身体的な攻撃
　　・威迫、脅迫、威嚇的な行為など
３．カスタマーハラスメントへの対応
　　・�カスタマーハラスメントと判断される言動な

どが認められた場合は、役職員を守るため毅
然とした対応を行い、必要により商品・サー
ビスの提供や組合員等対応をお断りさせてい
ただく場合があります。

４．組合員等へのお願い
　�　多くの組合員等におかれましては、上記に該当
するような事案もなく当組合のサービスをご利用
いただいておりますが、万が一組合員等からカス
タマーハラスメントに該当する行為がありました
ら、本方針に沿って対応いたしますので、ご理解
の程よろしくお願いいたします。
　�　当組合としては今後も組合員等とよりよい関係
を構築し、質の高いサービスの提供に尽力してま
いりたいと考えておりますので、引き続きのご協
力をお願いいたします。

埼玉ひびきの農業協同組合　　
令和７年３月26日理事会決議

キャンペーン期間中に対象コース
に新規でご契約いただいた方へ対
象のコース初回1食分を無料
でお試しいただけます。

「信頼を手渡しで」 JAふれあい食材

キャンペーン期間

キャンペーン内容

令和7年3月末

こういう時だからこそ みませんか?始めて

ご自宅まで届くから安心!! 便利!!

対象コース

JAグループ埼玉/

初回無料キャンペーン
材食JAふれあい

〈2人用〉 〈2人用〉〈2人用〉 〈1人用〉

「国産地産地消」「安心・安全」「栄養バランス」「選べて便利」色々 選べて
助かるね!

令和８年３月末
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＊イラスト・コメントを掲載させていただいた方には、
　ＪＡ商品券をプレゼントいたします。

今月のテーマ

桜

　

ひ
び
き
の
通
信
で
は
、
季
節
ご
と
に

テ
ー
マ
を
考
え
て
、
皆
様
か
ら
の
イ
ラ
ス

ト
や
写
真
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ま
た
広
報
誌
や
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご

意
見
・
ご
感
想
や
、
テ
ー
マ
以
外
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
つ
き
ま
し
て
も
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

イ
ラ
ス
ト
や
ご
意
見
等
に
つ
き
ま
し
て

は
ク
イ
ズ
解
答
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

イ
ラ
ス
ト
は
原
則
こ
ち
ら
で
お
預
か
り

し
、
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
返
却
希

望
の
方
は
そ
の
旨
お
書
き
く
だ
さ
い
。

＊
フ
ル
カ
ラ
ー
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

の
で
、
き
れ
い
に
描
け
た
イ
ラ
ス
ト

は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
は
な
く
原
本
を
お
送
り

く
だ
さ
い
。

「田植え」
　昨年からお米が何かと
話題になりますが、田園
は日本の美しい風景のひ
とつだと思います。皆様
のイラストやご投稿をお
待ちしております。

●6月号のテーマ●

保己一君さん
編 保己一君さんからいただいたイラストは児玉町飯倉、
山崎観音堂の彼岸桜。名所に限らず、地元で見られる桜の
花も趣がありますね。

　

ひ
び
き
の
通
信
で
は
、
季
節
ご
と
に

テ
ー
マ
を
考
え
て
、
皆
様
か
ら
の
イ
ラ
ス

ト
や
写
真
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ま
た
広
報
誌
や
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご

意
見
・
ご
感
想
や
、
テ
ー
マ
以
外
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
つ
き
ま
し
て
も
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

イ
ラ
ス
ト
や
ご
意
見
等
に
つ
き
ま
し
て

は
ク
イ
ズ
解
答
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

イ
ラ
ス
ト
は
原
則
こ
ち
ら
で
お
預
か
り

し
、
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
返
却
希

望
の
方
は
そ
の
旨
お
書
き
く
だ
さ
い
。

＊
フ
ル
カ
ラ
ー
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す

の
で
、
き
れ
い
に
描
け
た
イ
ラ
ス
ト

は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
は
な
く
原
本
を
お
送
り

く
だ
さ
い
。

★
何
と
い
っ
て
も
小
学
校
１
年
生
の
入
学

式
の
桜
が
一
番
の
思
い
出
で
す
。
夢
と
希

望
が
一
杯
の
１
年
生
に
桜
吹
雪
が
や
さ
し

く
今
年
も
背
中
を
お
し
て
ほ
し
い
。

�

サ
ト
ち
ゃ
ん
さ
ん

★
50
年
前
、
嫁
い
だ
時
に
は
、
大
き
な
桜

の
木
が
庭
に
有
り
ま
し
た
。
特
に
お
花
見

に
出
か
け
な
く
て
も
、
毎
年
お
花
見
が
で

き
ま
し
た
。
数
年
前
に
歩
道
の
整
備
が
あ

り
、
伐
採
す
る
こ
と
に
な
り
、
今
で
は
も

う
有
り
ま
せ
ん
。
春
に
な
る
と
写
真
を
見

て
『
な
つ
か
し
く
』
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

�

う
ー
ち
ゃ
ん
さ
ん

　

 

夢
と
希
望
と
、
そ
れ
か
ら
若
干
の
不

安
を
抱
い
て
い
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
新
し
い
門
出
に
寄
り
添
っ
て
く

れ
て
い
る
気
が
す
る
か
ら
こ
そ
桜
の
花
は

特
別
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

編

　

 
私
の
実
家
の
裏
に
も
大
き
な
桜
の
木

が
あ
り
、
古
木
で
す
が
今
で
も
毎
年
き
れ

い
な
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
ま
す
。
身
近
に

あ
る
桜
に
は
よ
り
特
別
な
思
い
入
れ
が
あ

り
ま
す
ね
。

編

★
生
ま
れ
故
郷
は
、
滝
桜
で
有
名
な
福
島

県
の
三
春
町
の
隣
町
で
す
。
東
日
本
大
震

災
の
翌
年
、
滝
桜
の
苗
を
２
本
購
入
し
、

自
宅
横
の
空
地
に
植
え
ま
し
た
。
一
メ
ー

ト
ル
も
な
か
っ
た
苗
が
今
は
か
な
り
大
き

く
な
り
、
毎
年
小
さ
な
花
を
つ
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
思
え
ば
大
木
に
な
る

こ
と
は
予
想
も
せ
ず
植
え
て
し
ま
っ
て
、

行
く
末
を
心
配
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。�

ダ
ン
ゴ
さ
ん

★
人
生
の
節
目
に
は
桜
が
咲
い
て
い
ま
し

た
。
新
し
い
生
活
へ
の
エ
ー
ル
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
満
開
の
桜
の
木
の
下
で
深
呼

吸
を
し
、
体
全
体
で
「
春
の
い
ぶ
き
」
を

感
じ
ま
す
。

今
年
も
き
っ
と
良
い
事
が
あ
る
！
と
期
待

し
て
新
た
な
節
目
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま

す
。�

コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
さ
ん

★
私
の
家
に
も
桜
の
木
が
あ
り
ま
す
。
毎

年
よ
く
花
見
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
は

変
っ
た
気
候
な
の
で
、
花
が
咲
く
か
ど
う

か
心
配
で
す
。
き
れ
い
な
花
が
咲
く
事
を

願
っ
て
い
ま
す
。�

ユ
ー
ミ
ン
さ
ん

　

 

ユ
ー
ミ
ン
さ
ん
の
桜
の
花
は
き
れ
い
に

咲
い
た
で
し
ょ
う
か
。
お
家
で
も
ち
ょ
っ
と

し
た
お
花
見
を
楽
し
め
る
と
得
を
し
た
気

分
に
な
り
ま
す
ね
。

編

　

 

滝
桜
の
樹
齢
は
１
０
０
０
年
を
超
え
る

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
ね
。
ダ
ン
ゴ
さ
ん

の
地
域
の
隠
れ
た
名
所
と
な
れ
ば
素
敵
で

す
ね
。

編

　

 

満
開
の
桜
の
花
か
ら
い
っ
ぱ
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
も
ら
え
ば
新
年
度
に
良
い
ス
タ
ー

ト
を
切
る
こ
と
が
出
来
そ
う
で
す
ね
。

編

　

 

蕾
ま
じ
り
で
開
花
直
後
の
桜
の
花
で

し
ょ
う
か
。
開
花
宣
言
を
聞
く
と
気
候
の

厳
し
い
時
期
を
乗
り
越
え
て
よ
う
や
く
春

が
来
た
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
ね
。

編

塚本彩乃さん

　

 

今
で
は
ラ
ン
ド
セ
ル
も
色
と
り
ど
り

で
個
性
豊
か
に
な
り
ま
し
た
ね
。
人
生
の

節
目
を
桜
の
開
花
と
と
も
に
迎
え
ら
れ
る

の
は
日
本
の
良
い
と
こ
ろ
の
ひ
と
つ
だ
と

思
い
ま
す
。

編

ゆめもとママさん
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応
　
募
　
方
　
法

　
解
答
用
紙
に
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

の
答
え
・
住
所
・
氏
名
等
を
ご
記
入
の

上
、
最
寄
り
の
支
店
へ
お
届
け
く
だ
さ

い
。
左
記
住
所
へ
の
郵
送
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

　
６
月
号
誌
面
に
て
当
選
者
を
発
表
い

た
し
ま
す
。

　
抽
選
で
10
名
様
に
Ｊ
Ａ
商
品
券
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
ご
応
募
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

本
庄
市
早
稲
田
の
杜
１
︱
14
︱
１　

Ｊ
Ａ
埼
玉
ひ
び
き
の 

企
画
総
務
課
ま
で

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号 

０
４
９
５
︱
23
︱
１
７
１
８

⃝

締
め
切
り
は
、
５
月
16
日
㈮
で
す
。

【
個
人
情
報
の
取
扱
い
】

　

皆
様
か
ら
の
応
募
等
に
よ
る
個
人
情
報
に

つ
き
ま
し
て
は
、
一
部
本
誌
へ
の
掲
載
と
商

品
券
発
送
以
外
の
目
的
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
　
募
　
方
　
法

二重枠に入った文字を、Ａ→Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？

リユウヒヨウ
Ａ B C D E Ｆ２月号の答え

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

☆ヒント☆
卵のお菓子でおなじみの祭り

❷タイヤにつないでシュコシュコ
❺柔道場に敷かれているもの
❼新しいクラスで――紹介をした
❽�――は友を呼ぶ
❾茶道では表千家、裏千家など
⓫真新しい――を着て入社式に臨んだ
⓬漢字で書くと枸橘、枳殻。春に白い花を咲かせ
ます
⓮海のパイナップルと呼ばれる海産物
⓯肥料の三要素は窒素、――酸、カリウム
⓰パソコンの入力装置のひとつ
⓱4月のこと。――・フール

タ テ の カ ギ

ヨ コ の カ ギ

❶富山湾でとれるものが有名な春の味覚。青く光
ります
❷茶わんのセットや重箱を数えるときに使う言葉
❸手品、マジックともいいます
❹来週の火曜日――にもう一度来てください
❻祝い事につきものの魚
❾麻雀であがる前にかけることも
❿これが終わると新学期。入学式もあります
⓫インクを付けて押します
⓭テニスの試合で――の応酬が続いた
⓮鬼さんこちら、手の鳴る――へ
⓰よく×（バツ）と対比されます

２
月
号
当
選
者

応募締切：５月16日㈮必着

お知らせ
公式ホームページからの解答も受付いたします。お問い合わせフォームから「お問い合わせ内容」
欄にクロスワードパズルの答え（匿名希望の場合はペンネームも）を入力し、送信してください。
住所・電話番号は、必ず入力してください。お送りいただいた解答に個別の返信はいたしません。
当選者については、誌面にて発表いたします。

出題：ニコリ

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

（
上
里
町
）

（
上
里
町
）

（
上
里
町
）

（
美
里
町
）

（
美
里
町
）

（
美
里
町
）

（
本
庄
市
児
玉
町
）

（
本
庄
市
児
玉
町
）

（
神
川
町
）

（
神
川
町
）

和
田
美
枝

飯
島
恵
美
子

よ
っ
ち
ゃ
ん

パ
ン
ジ
ー

ね
こ
く
ん

ま
ろ
ん
く
ん

マ
ー
ク
ン

モ

ー

ぬ

り

え

じ
ゅ
ん
ち
ゃ
ん
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告

理
事
会
報
告

協
議
事
項

⑴
令
和
７
年
度
内
部
監
査
計
画（
案
）に
つ
い
て

⑵
次
期
中
期
３
ヵ
年
計
画
及
び
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

つ
い
て

⑶
令
和
６
年
度
決
算
方
針（
案
）に
つ
い
て

⑷
令
和
７
年
度
事
業
方
針
及
び
計
数
計
画（
案
）に
つ
い
て

⑸
令
和
８
年
度
職
員
採
用
募
集
要
領（
案
）に
つ
い
て

⑹
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
の
対
応（
案
）に
つ
い
て

⑺
就
業
規
則
及
び
職
員
育
児
・
介
護
休
業
に
関
す
る
規

程
の
一
部
改
正（
案
）に
つ
い
て

⑻
カ
ス
タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
応
基
本
方
針
の
策

定（
案
）に
つ
い
て

⑼
自
己
資
本
比
率
算
出
要
領
の
全
部
改
正（
案
）に
つ
い
て

⑽
個
人
情
報
保
護
法
等
に
基
づ
く
公
表
事
項
等
の
一
部

改
正（
案
）に
つ
い
て

⑾
余
裕
金
運
用（
案
）に
つ
い
て

⑿
信
用
事
業
に
お
け
る
各
種
要
項
の
一
部
改
正（
案
）に

つ
い
て

⒀
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
運
用
計
画（
案
）に
つ
い
て

⒁
農
業
生
産
資
材
価
格
変
動
目
的
積
立
金
の
対
応（
案
）

に
つ
い
て

⒂
令
和
６
年
産
出
荷
契
約
米
及
び
か
ん
な
清
流
米
の
追

加
精
算（
案
）に
つ
い
て

⒃
組
合
員
出
資
口
数
の
減
少
に
つ
い
て

⒄
役
員
旅
行
の
行
程（
案
）に
つ
い
て

⒅
そ
の
他

報
告
事
項

⑴
令
和
６
年
度
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

⑵
組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退
の
状
況
に
つ
い
て

⑶
令
和
７
年
度
組
合
員
加
入
方
針
に
つ
い
て

⑷
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
内
部
管
理
態
勢
構
築
に
係
る
指
針
に

つ
い
て

⑸
保
有
個
人
デ
ー
タ
等
の
開
示
等
に
関
す
る
手
続
規
程

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⑹
宅
地
等
供
給
事
業
に
お
け
る
取
引
時
確
認
等
に
関
す

る
事
務
要
領
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

⑺
令
和
６
年
度
２
月
相
談
・
苦
情
定
期
報
告
に
つ
い
て

⑻
令
和
７
年
度
理
事
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

⑼
地
方
公
共
団
体
へ
の
融
資
実
行
に
つ
い
て

⑽
㈱
Ｊ
Ａ
ひ
び
き
の
フ
ァ
ー
ム
令
和
６
年
度
事
業
実
績

見
込
及
び
令
和
７
年
度
計
画（
案
）に
つ
い
て

⑾
令
和
６
年
度
２
月
末
事
業
実
績
等
に
つ
い
て

⑿
そ
の
他

令
和
７
年
度　
第
１
回
定
例
理
事
会
の
開
催
に
つ
い
て

日　
時
：
令
和
７
年
４
月
28
日
㈪
午
後
１
時
30
分

場　
所
：
本
店　
２
階
役
員
会
議
室

告

理
事
会
報
告

令
和
７
年
３
月
26
日
㈬
開
催

令
和
７
年
２
月
27
日
㈭
開
催

協
議
事
項 

⑴
令
和
６
年
度
事
業
実
績
見
込
に
つ
い
て

⑵
業
務
報
告
書
の
一
部
修
正（
案
）に
つ
い
て

⑶
総
代
会
日
程
の
変
更（
案
）に
つ
い
て

⑷
実
費
弁
償
規
程
の
一
部
変
更（
案
）に
つ
い
て

⑸
役
員
旅
行
の
行
程（
案
）に
つ
い
て

⑹
令
和
７
年
度
Ｊ
Ａ
住
宅
ロ
ー
ン
金
利
軽
減
の
考

え
方（
案
）に
つ
い
て

⑺
貸
出
金
利
基
準
の
一
部
改
正（
案
）に
つ
い
て

⑻
信
用
事
業
方
法
書
の
一
部
変
更（
案
）に
つ
い
て

　
①�

金
銭
債
権
の
取
得
又
は
譲
渡
及
び
こ
れ
に
附

帯
す
る
事
業

　
②�

金
融
機
関
等
の
業
務
代
理
又
は
媒
介

⑼
令
和
５
年
産
出
荷
契
約
米
最
終
精
算（
案
）に
つ

い
て

⑽
期
末
決
算
手
当
に
つ
い
て

報
告
事
項

⑴
組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退
の
状
況
に
つ
い
て

⑵
次
期
中
期
３
ヵ
年
計
画
の
要
旨
に
つ
い
て

⑶
令
和
６
年
度
１
月
相
談
・
苦
情
定
期
報
告
に
つ

い
て

⑷
当
組
合
理
事
へ
の
融
資
実
行
に
つ
い
て

⑸
余
裕
金
運
用
状
況
に
つ
い
て

⑹
令
和
６
年
度
１
月
末
事
業
実
績
等
に
つ
い
て

⑺
そ
の
他

３
月
各
委
員
会
の
開
催
日
程
に
つ
い
て

（
場　
所
：
本
店
２
階
役
員
会
議
室
）

・
信
用
委
員
会　
３
月
13
日
㈭
午
後
３
時
00
分

・
経
済
委
員
会　
３
月
14
日
㈮
午
後
３
時
00
分

・
総
務
委
員
会　
３
月
18
日
㈫
午
後
３
時
00
分

※�

各
委
員
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

令
和
６
年
度��

第
12
回
定
例
理
事
会
の
開
催
に
つ
い
て

日　
時
：
令
和
７
年
３
月
26
日
㈬
午
後
１
時
30
分

場　
所
：
本
店　
２
階
役
員
会
議
室

一般葬プラン

相続サポートサービス実施 JAならではの親身なサポートを充実

家族葬プラン

火葬式プラン

●アグリホール児玉  Tel.0495-72-8777
●アグリホール上里  Tel.0495-35-3152

なんでもお気軽にご相談ください。【相談無料】

アグリ会員募集中！！［入会金1,000円］

JAアグリホールは皆さまの暮らしのすぐ近くにあります。
JAアグリホールの安心葬儀
0120-83-6701

1,638億2,004万円
232億4,302万円

2,674億5,269万円
55億1,521万円
39億8,770万円
20億5,416万円

貯 金 残 高
貸 出 金 残 高
長期共済保有高
販 売 品 取 扱 高
購 買 品 取 扱 高
出 資 金 残 高

　 事業の概要
令和７年２月28日現在

５月12日㈪・６月９日㈪
午後1時30分から



発
行

人
：

代
表

理
事

組
合

長
 五

十
嵐

雅
樹

編
　

集
：

企
画

総
務

課
〒

367−
0030　

埼
玉

県
本

庄
市

早
稲

田
の

杜
1-14-1

TEL 0495（
24）7711   FAX 0495（

23）1718
発

行
所

埼
玉

ひ
び

き
の

農
業

協
同

組
合

令
和

７
年

４
月

１．募集人員
　　一般事務職･渉外職･営農指導職　若干名
２．応募資格（全学部全学科）

⑴大学院・大学・短大・高専・専修学校を令和８年３
月末までに卒業見込みの者。

⑵大学院・大学・短大・高専・専修学校を卒業後、概ね
10年以内の者。

⑶上記⑴・⑵の応募資格者で普通自動車免許証所持の者。
（取得予定者含）

３．募集期間
　　　令和７年４月１日㈫～４月30日㈬
４．応募手続き

⑴応募書類
　・自筆の履歴書兼エントリーシート（写真貼付した

　もの）………… １通
　　※様式はホームページに掲載したものを使用すること
　URL：https://ja-hibikino.jp/  JA埼玉ひびきの で  検  索

⑵応募書類の提出先
　　埼玉ひびきの農業協同組合　本店または各支店窓口
　　（郵送の場合）
　　〒367－0030
　　埼玉県本庄市早稲田の杜1－14－1
　　埼玉ひびきの農業協同組合　企画総務課　採用担当者　宛
　　　　　ＴＥＬ：０４９５（２４）７７１１
⑶応募書類の提出期限　
　　　　　令和７年４月30日㈬　必着（郵送含）
５．選考試験

Ⅰ．第１次選考（書類選考）
　　選考結果は令和７年５月上旬に発送
Ⅱ．第２次選考（筆記試験）…第１次選考の合格者に対

　　　　　　　　　　　　  して行なう。
　⑴実施日
　　令和７年５月１0日㈯  午前９時受付～午後１時頃終了
　⑵試験会場　埼玉県本庄市早稲田の杜1－14－1
　　　　　　　ＴＥＬ：０４９５（２４）７７１１
　　　　　　　埼玉ひびきの農業協同組合  
　　　　　　　　　　　　　本店（駐車場有）
　　　　　　　ＪＲ本庄早稲田駅北口から徒歩３分
　⑶試験項目　Ａ：基礎能力（言語、数理、論理、
　　　　　　　　　　　　　　常識、英語）………60分
　　　　　　　　Ｂ：事務能力または適性能力……50分
　　　　　　　　Ｃ：面接（コミュニケーション能力）…15分
　　　　　　　　　　　　　　　（個人又はグループ）

Ⅲ．第３次選考（面接試験）…第２次選考の合格者に
　　　　　　　　　　　　　対して行なう。

　⑴実施日
　　令和７年５月下旬  （後日連絡）午前９時受付
　　　　　　　※１名あたり20分程度
　⑵試験会場　第２次試験会場と同じ（左記参照）
Ⅳ．採否の決定
　令和７年６月上旬に、採用試験合格通知書を発送
　（内定通知書の送付は、公共職業安定機関と大学等との

　倫理憲章及び申合せにより、令和７年10月１日以降）
　採用予定日：令和８年４月１日（試用期間３ヶ月）
６．採用後の諸条件について

⑴勤 務 地　本庄市及び児玉郡内の本店、支店または事業所
⑵勤務時間　８時30分～17時30分
　　　　　　（週休２日・毎月第2土曜日午前出勤有）
　　　　　　※ 変形労働時間制の職種有
⑶職　　種　窓口事務職・渉外職・営農指導職
⑷賃金（新卒者）　短大卒業…（初任給）193,090円
　　　　　　　　　　　　　　　　他資格手当等有
　　　　　　大学卒業…（初任給）218,950円　
　　　　　　　　　　　　　　　　他資格手当等有
⑸賞　　与 （前年度実績）
　　　　　　年２回　年間約3.1ヵ月（その他物価高騰手当支給）
　 　　　　　　　　 6月・12月
⑹昇　　給　年１回　４月
⑺交 通 費　最高20,000円
⑻社会保険　健康保険、厚生年金、雇用保険、
　　　　　　労災保険、確定給付企業年金
⑼退職金制度　ポイント制退職金制度　
　　　　　　採用後１年以降支給
　　　　　　（自己都合は勤続３年以上）
⑽そ の 他　採用後３ヶ月間は試用期間とする。各種

　　　　　研修有
　　　　　　その他詳しいことは、当 JAのホームペー

　　　　　ジをご覧ください。
　URL：https://ja-hibikino.jp/  JA埼玉ひびきの で  検  索

７．採用実績
　　令和７年度８名（内高校生２名）、令和６年度６名（内高校生０名）

令和８年度 職員第１回 採用募集要領

■お問い合わせ先■

　大学生
　短　大
専門学校等（ ）

埼玉ひびきの農業協同組合　企画総務課
採用担当者 宛

〒367－0030  埼玉県本庄市早稲田の杜1－14－1
TEL. 0495（24）7711

　

暖
か
い
春
の
季
節
を
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
３
月
は
再
び
雪
が
降

る
な
ど
寒
暖
差
の
激
し
い
月
と
な
り
ま

し
た
が
、
日
を
追
う
ご
と
に
春
ら
し
い

陽
気
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

新
年
度
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
と
は
違

う
環
境
に
身
を
置
か
れ
る
方
も
沢
山
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
当
Ｊ
Ａ
も
本

誌
（
14
～
15
ペ
ー
ジ
）
で
お
知
ら
せ
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
通
り
、
Ｊ
Ａ
を
退
職

し
て
新
し
い
門
出
を
迎
え
る
方
や
、
４

月
か
ら
Ｊ
Ａ
の
仲
間
と
な
る
新
入
職
員
、

異
動
に
よ
り
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
業

務
や
役
割
を
担
う
職
員
も
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
が
新
し
い
環
境
で
新
年
度
を
迎
え

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
退
職
者
の
中

に
は
培
っ
て
き
た
経
験
を
活
か
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
嘱
託
職
員
と
し
て
Ｊ
Ａ
の

事
業
を
支
え
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ

た
方
た
ち
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
新

し
い
顔
や
よ
く
見
知
っ
た
顔
を
お
見
掛

け
し
た
際
は
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
声
が
け

く
だ
さ
い
。

　

私
自
身
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
度

も
引
き
続
き
広
報
担
当
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
未
だ

に
至
ら
な
い
点
が
多
々
あ
り
ま
す
が
、

読
者
の
皆
様
が
Ｊ
Ａ
に
よ
り
親
し
み
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

 

（
か
ん
た
ろ
う
）


